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GIGAスクール時代のデジタル・シティズンシップ教育 

- 防災世界子ども会議 NDYSプロジェクトの挑戦 -

防災世界子ども会議実行委員会 実行委員長 納谷 淑恵 

  プロジェクト創設者 岡本 和子 

2022 年、防災世界子ども会議は「防災と平和」をテーマに、世界から７の国・地域の子どもた

ちが国際協働学習に挑戦した。日本の学校は GIGAスクールの進展で、1人 1台端末環境下、世界を

視野に入れ、グローバルな視点を組み、地球市民としての協働的な学びを行った。成果はデジタ

ル・ツールを使ってまとめ上げ、世界に向けて発信するという未来につながる学びのスタイルであ

る。本稿では、2022年 7月 23日に開催した「防災世界子ども会議 2022in新潟」でのハイブリッド

型成果発表会を中心に、その方法、成果、課題について紹介し、GIGA スクール時代のデジタル・シ

ティズンシップ教育の可能性について述べる。

GIGA スクール時代 Society5.01for1SDGs デジタル・シティズンシップ教育 国際協働学習

地球市民 

1．はじめに

「防災世界子ども会議(NDYS Natural Disaster

Youth Summit)」は、阪神・淡路大震災から 10年、

神戸での第 2 回国連防災世界会議 パブリックフ

ォーラム（2005 年 1 月開催）を機に始まったグ

ローバル・プロジェクトである。「大震災の教訓

を世界の子どもたちに伝えよう、命の大切さを

考えよう！」と「防災世界子ども会議 2005 in

ひょうご」国際会議を目指して、ひょうごの子

どもたちと１５の国・地域、1000 人の子どもた

ちのオンライン交流学習からのスタートである。

写真１「防災世界子ども会議 2005in ひょうご」

の発表の様子 

2005 年 3 月、兵庫県立夢舞台国際会議場を舞

台に第１回国際会議（成果発表会）を開催。世

界１１の国･地域から子ども達の代表を迎え、子

どもたちは、「防災について学び、感じ、共有し

よう！」とする宣言文をまとめ、アイアーン

(iEARN International Education and Resource 

Network) を通して防災教育ネットワークの基礎

をつくり 21 世紀の教育モデル「国際協働学習」

をスタートさせた。ICT を活用し、海外の学校と

PBL（Project Based Learning）を通して、世界

と共に学ぶ学習を日本語で「国際協働学習」と

呼んでいる。 

これまでに６２の国・地域の学校がネットワー

クにつながりプロジェクトに参加している。

2022年 2月 24日、ロシアによるウクライナ侵

攻のニュースはマスメディアを駆け巡り、世界情

勢が大きく揺れ動いた。本プロジェクトには、プ

ロジェクトのスタート時より、ロシア・ウクライ

ナ・ジョージアなどが継続して参加しており、新

型コロナウイルス感染症が収束しない厳しい環境

下でもあり、平和と防災を確保することが、SDGs

の達成のための不可欠な前提条件であると身をも

って実感した。

そこで、防災世界子ども会議 2022は、「防災と

平和」をテーマに「デジタル・シティズンシップ

教育」の視点で、世界から７の国・地域の子ども

たちが国際協働学習に挑戦した。 

それは「世界標準」の協働型学習によって、 地

域の課題を世界の課題と結びつけて考える SDGsに

つながる「地球規模課題」について、対話をしな

がらデジタル技術・思考を身につけ、デジタル社

会を生きる地球市民のあり方を目指す学びの実践

であった。日本における GIGA スクール時代の学校

における「デジタル・シティズンシップ教育」

は、未来社会への達成目標への戦略である

「Society5.0」の世の中を、よりよく生きていく

ための学びといえる。 

本稿では昨年７月 23日に行った成果発表会につ

いて報告する。 

２．防災世界子ども会議 ロードマップ 

2004年より、ICTを活用し「世界と学ぶ！国際

協働学習」をスローガンに教育実践を積み重ねて
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きた。これまでの教育形態ではできなかった世界

を視野に入れ、グローバルな視点を組み、地球市

民としての協働的な学びを行っている。                

2016年 1 月より、2030年を見据え、これまでの

流れを深め広げていくためには、持続可能な開発

の視点からの「防災教育」がさらに必要と考え、

国際協働による「持続可能な開発目標 SDGsの達成

に向けた取り組み」がスタートする。 

2020年 1 月、アイアーンは世界経済フォーラム

で、未来の教育モデルの一つとして報告書に掲載

された。 

2020年 8 月、「気候変動と私たちのすむまちの

防災・減災・復興」をテーマとする国際協働学習

のまとめとして、新潟市に集まり、成果発表を行

う予定だった。しかし新型コロナ感染拡大予防の

観点から、集まる会議は全面中止になった。しか

しそれを乗り越える手法を提供したのはデジタ

ル・テクノロジーだった。 

 

 

 

 

 

 

      

写真２ コロナ禍、Zoomによる成果発表会案内 

 2022年 4月、「防災世界子ども会議 2022in 新

潟」（成果発表会）ハイブリッド開催に向けて、

「Society5.0 for SDGs」を題材とした GIGA スク

ール時代のデジタル・シティズンシップ教育を視

点とした PBLがスタートする。 

 

 

 

 

 

 

写真３ 未来社会への達成目標と戦略 

「Society5.0 for SDGs」 

背景として、日本政府と経団連は、Society5.0

の実現と SDGsの達成をイコールとしており、

Society5.0を世界規模で実現できた未来は、SDGs

の達成に近づいているとしている。そのためには

これまで不十分であった情報の共有や連携をより

促進していこうというものである。 

 

３．目的と方法  
3-1 目的 
①地域を創生する 主体的な市民の育成 

それぞれの国・地域にあった持続可能な社会づ

くり（防災文化の醸成）を目指して、SDGs 達成

を担う、次世代の市民を育成する。 
②イノベーティブな地球市民を育成する。 
 
3-2 方法                
SDGs達成のための国際協働学習プログラム   

対象：世界の小学生・中学生・高校生        

写真４ 世界のすべての地域の学校が        

災害安全マップをつくることにより         

グローバル災害安全マップが出来上がる！ 

② 小さな防災大使  

③ こころを癒す「音楽」の力  

3-3 国際協働学習の流れ  

 

 

 

 

 

みんなでつくるグローバル災害安全マップ   

① メインプログラム 
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3-4成果発表会の方法と参加校        

ププロジェクト参加校は、成果発表会に向けデジ

タル・ツールを使って、地域の災害安全マップや

パワーポイントによる発表資料の作成を行ってい

る。また、災害後の心の癒し、および各国・地域

の文化紹介としての音楽発表の練習も同時に行っ

ている。2022年度は、７の国・地域８グループの

発表があった。成果発表会参加グループは以下で

ある。 

①日本 (廣田元子、はづっ子カウボーイ四日市、

三重県）Japan (Motoko Hirota, Hazukko Cowboy, 

Yokkaichi, Mie)  

②インドネシア（ダイアン・ノヴリニ、 SMP イス

ラム アルアズハー ９ –ベカシ ）（都合により当

日欠席）Indonesia (Dian Novrini,  SMP Islam 

Al Azhar 9 - Bekasi )  

③ウクライナ（リュボブ・シャモバ、ハリコフ特

別学校 No.75、ハリコフ）Ukraine (Lubov 

Shamova, Kharkiv Specialized School № 75, 

Kharkiv)   

④マレーシア（コー・GH、セマンブセカンダリー

スクール、パハン）Malaysia ( Khor GH, Semambu 

Secondary School, Pahang) 

⑤インド（ジータ・ラジャン、セントマークス高

校、ニューデリー）India (Geeta Rajan,  St. 

Mark’s Sr. Sec. Public School, Meera Bagh, 

New Delhi） 

⑥インドネシア（サーラ・スアイブ、SMPイスラ

ムアルアズハー４４校、ベカシ）Indonesia 

(Saara Suaib,  SMP Islam Al Azhar 44 - 

Bekasi )  

⑦アゼルバイジャン （イラダ・サマドバ、ザリ

ファ アリイェバ高校、バクー）Azerbaijan 

( Irada Samadova, lyceum named after 

academician Zarifa Aliyeva, Baku)  

⑧ ジョージア（パブレ・トゥヴァリアシュヴィ

リ, アイアーンジョージア、トビリシ)Georgia 

(Pavle Tvaliashvili, iEARN Georgia, Tbilisi)  

 

４．活動内容  

4-1 成果発表会概要 

タイトル：防災世界子ども会議 2022in 新潟 

日時：2022 年 7 月 23 日（土） 

テーマ：「Disaster Prevention and Peace」 

プログラム： 

基調講演 各国グループ発表 総評 

NDYS2022 宣言文採択参加者：100名（見学者を含

む）発表者：7の国・地域８グループ  
 

4-2 具体的な実施内容 

成果発表会は、コトリンピック実行委員会と協

力し、新潟市の会場と世界の学校を Zoomでつなぐ

ハイブリッド型の成果発表会をおこなった。                      

基基調講演のタイトルは、『私の初めての「防災世

界子ども会議」体験』で、講演者は、ウイザー・

プトゥリ・メララトゥナ（マリクサレ大学、アイ

アーン・インドネシア）であった。 

彼女は、2005年に神戸で開催の第一回防災世界

子ども会議に、2004年のインドネシアのアチェで

発生した地震及び津波の被災地から参加した生徒

であり、現在インドネシアの大学で皮膚科の医者

をしている。基調講演の内容は、防災世界子ども

会議への参加が、彼女に与えた影響を紹介し、若

者が防災を学ぶ重要性を説いたものであった。 

会議のまとめとして、アイアーン・ジョージア

代表のパブレ・トゥヴァリアシュヴィリ(Mr. 

Pavle Tvaliashvili)氏によって総評が行われた。 

 

 

 

 

写真５ Zoom 参加者の様子  

  

 

 

 

 

  

 

 

写真６ ジョージアの発表資料 

写真 7インドネシアの音楽練習風景 
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５．成果と課題                  

世世界が戦争や感染症などで不安定化する中、オ

ンラインで新潟市の発表会場と世界の学校をつな

ぎ、「多様性」「市民性」を学び、互いが共存でき

る平和と安全を希求する場を設けることができた

ことが最大の成果である。 

5-1-1 成果物１「グローバル災害安全マップをみ

んなでつくろう！」プログラム 

地域の災害安全マップの発信  

 

 

  

 

 

写真９ インドの高校の地域の災害安全マップ 

5-1-2 成果物２ NDYS2022 宣言文           

防災世界子ども会議では、毎年プロジェクトの締

めとしてこれからなすべきことを集め、宣言文を

発信している。2022年の宣言文は以下のとおりで

ある。  

When the power of love will overcome the love 

of power,the world will know peace! 

(Azerbaijan) 

Being United: Building Bridges rather than 

Walls..（India） 

Let’s unite to save our Mother Earth, for 

the sake of humanity- (Malaysia) 

Let's work together for more peaceful life on 

our earth– (Indonesia) 

Let’s think of preciousness of life and do 

what we can do now. (Japan) 

Let's be united for living in peaceful 

society.(Georgia) 

WE MUST CALL FOR LASTING PEACE, GENERATION 

AFTER GENERATION.(Ukraine) 

5-1-3 成果物３ NDYS2022実践 e-レポート       

参加の学校は、NDYS 実践報告の書式でレポート

（英語記載の PDF）を提出。公式 Webページで公開  

 

 

 

 

 

 

 

 

5-1-4 成果物４ NDYS2022 での防災教育の実践

記録ビデオを公開！ 

 

  

5-2 課題                                

G GIGAスクールの進展、外国語教育改革、探究型

学習の導入など、さまざまな改革が急ピッチにす

すめられ、「国際協働学習」が、日本の小中高の教

室から実体験できる時代を迎えている。新しい時

代、この教育モデルを学校にどのようにアプロー

チしていけばいいのだろう。防災世界子ども会議

2022に参加し、異なる文化をもつ子どもたちとの

協働的な学びを体験した三重県の高校生が、6 月

11 日開催のジェイアーン 20 周年記念「第 1回国

際協働学習シンポジウム」で感想と成果を発表す

る。 

写真８  新潟参加者による食の安全の学び 

写真 10  マレーシアの e-レポート 

2022年度 国際協働学習iEARN レポート

31


